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助け合いの共済の存続と日本の未来 

―― 保険業法による規制、無理難題 共済存続は難しくない ―― 

 

 

本間 照光 （青山学院大学） 

 

 

Ⅰ．共済つぶしは日本つぶし 

   ・自助努力、社会を支える力を踏みにじる改定保険業法 

 

 

Ⅱ．「無認可保険」問題をすり替え共済規制 

   ・「消費者保護」という魔法 

   ・業者を温存――非営利・協同自治の共済を否定 

 

 

Ⅲ．ドアノックの圧力と金融官僚 

   ・「保険会社になれ」「助け合いをやめろ」という無理難題 

   ・共済の実態をつかんでいない  そのつもりもなかった 

   ・外形をクリアできない  中身をクリアできない  共済でなくなる 

   ・金融保険官僚の作為と不作為 

      やれることをやらなかった  やってはならないことをやった 

   ・日米保険合意（1994年、96年）とうい不平等条約の延長 

   ・国会審議に反する保険行政 

 

 

Ⅳ．改定保険業法の枠内では無理 

   ・規制、保険業、「少額」「短期」ではダメ 

   ・個別交渉ではうまくいかなかった 

      ＰＴＡ、公益法人、自主共済・・・これまでの民主党案・・・ 

 

 

Ⅴ．共済存続はできる 

   ・あたりまえへの決断 

   ・適用除外、保険業法の再改正 

   ・いのちとくらしを守る共済 すべての共済 

   ・いっせいに声をあげる 

   ・未来を残す 

      共済の未来  未来の共済  日本の未来 

 


